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当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
主として日本を除く世界各国の公社債に投資
し、信託財産の長期的な成長を目指して、運用を
行います。 

主 要 投 資 対 象 

朝日N v e s t 
グローバル ボンド 
オ ー プ ン 

朝日Nvest グローバル ボンド
マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

朝日N v e s t 
グローバル ボンド 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本を除く世界各国の公社債
を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

朝日N v e s t 
グローバル ボンド 
オ ー プ ン 

株式への実質投資割合は、純資
産総額の20％以下とします。外
貨建資産への実質投資割合に
は、制限を設けません。 

朝日N v e s t 
グローバル ボンド 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合は、純資産総
額の20％以下とします。外貨建
資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時(2月24日、8月24日。休業日の場合は翌
営業日)に、配当等収益および売買益などのうち
から、基準価額水準等を勘案して、分配を行う方
針です。ただし、分配対象額が少額の場合は分配
を行わないこともあります。 

 

 
運用報告書(全体版) 

朝日Nvest  

グローバル ボンドオープン 

愛称〔Avest-B〕 

第47期 

(決算日 2023年８月24日) 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご投資いただいております「朝日Nvest 

グローバル ボンドオープン」は、2023年８月24

日に第47期の決算を行いました。ここに、期中

の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも、一層のお引立てを賜りますようお

願い申し上げます。 
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○本報告書の表記について 

・原則として、数量、額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未満の数値については小数で表記する

場合があります。－印は、組入れ、異動などの該当がないことを示します。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

43期(2021年８月24日) 9,927 35 0.8 18,488 1.6 95.4 2,723 

44期(2022年２月24日) 9,341 10 △5.8 17,484 △5.4 98.0 2,561 

45期(2022年８月24日) 8,521 10 △8.7 16,027 △8.3 96.7 2,348 

46期(2023年２月24日) 8,056 10 △5.3 15,080 △5.9 95.0 2,232 

47期(2023年８月24日) 7,813 10 △2.9 14,758 △2.1 102.0 2,167 
 

（注） 基準価額および分配金は1万口当たりの値です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、債券組入比率は実質比率で記載しています。 

（注） 債券組入比率には新株予約権付社債(転換社債)を含んでいます。 

（注） 参考指数は、FTSE世界国債インデックス(除く日本)をファンドの計理基準に適合するように調整した数値を表示しています。この数値

はインデックス構成国の現地通貨ベースのリターン(前営業日)から対顧客電信売買相場の仲値の1ヵ月フォワードレート(当日)に基づ

くヘッジコストを控除した構成各国の円ヘッジベースのリターンを国別構成比で加重して算出しており、当ファンド設定日の前日を

10,000として指数化しています(以下同じです｡)。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年２月24日 8,056 － 15,080 － 95.0 

２月末 8,015 △0.5 14,996 △0.6 96.3 

３月末 8,117 0.8 15,264 1.2 95.8 

４月末 8,085 0.4 15,198 0.8 96.4 

５月末 8,003 △0.7 15,070 △0.1 100.9 

６月末 7,965 △1.1 14,971 △0.7 99.8 

７月末 7,919 △1.7 14,892 △1.2 98.5 

(期  末)      

2023年８月24日 7,823 △2.9 14,758 △2.1 102.0 
 

（注） 基準価額は1万口当たりの値です。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比で計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、債券組入比率は実質比率で記載しています。 

（注） 債券組入比率には新株予約権付社債(転換社債)を含んでいます。 
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◎運用経過(2023年2月25日～2023年8月24日) 

○当期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な上昇要因としては、期中において投資適格社債を含む保有債券の利息収入を安定的に確

保したこと、および期の前半において銀行セクターに関する不安や景気後退観測を受けて主要

国の国債利回りが全般的に低下したことなどが挙げられます。 

主な下落要因としては、期の後半において根強いインフレ圧力への対応として各国の中央銀

行による金融引き締めの強化が市場で再び意識されたことから主要国の国債利回りが上昇基

調へ転じたこと、および期中を通じて為替ヘッジコストがかかったことなどが挙げられます。 
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○投資環境 

当期の前半については、米銀の経営破綻や欧州銀行の流動性危機に端を発した信用不安の高

まりを受け、米国債利回りは低下基調で推移しました。雇用統計など好調な経済指標を受け国

債利回りは一時上昇する局面があったものの、米国地銀の経営状況や景気後退リスクの高まり

から同利回りは低下傾向を辿りました。ユーロ圏債券市場についても、米銀の経営破綻以降、

欧州銀行セクターの健全性を巡る懸念が強まったことなどを背景に国債市場への資金流入が

加速し、国債利回りは概ね低下傾向となりました。 

当期の後半については、米国において全般的に経済指標が良好であったことや株式市場が堅

調に推移したことから、米国経済は景気後退入りを回避できるとの観測が強まりました。これ

を受けて、FRB(米連邦準備理事会)は金融引き締めスタンスを維持するとの見方が有力となり

国債利回りは上昇傾向が強まりました。さらに2023年8月に入り、米財務省が利払い費の負担

増などに対応するため国債を増発すると公表したことにより、今後の需給悪化が金利上昇圧力

になるとの見方を背景に国債利回りはその水準を一段と切り上げました。ユーロ圏債券市場に

おいては、ユーロ圏経済の成長鈍化が懸念される一方、高い伸びが続くインフレ状況などから

ECB(欧州中央銀行)による金融引き締めが再び意識され、徐々に国債利回りは上昇する展開と

なりました。なお、当期の社債市場については、期の前半に金融セクター中心に社債のスプ

レッド(国債との利回り較差)が一時的に拡大した後、景気楽観的な見方が優勢となったことを

受けてスプレッドは縮小傾向となり、期末は期初とほぼ同水準のスプレッドで終えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

主要投資対象である朝日Nvest グロー

バル ボンドマザーファンド(以下「マザー

ファンド」といいます｡)受益証券に投資す

ることにより、実質的な運用をマザーファ

ンドで行っています。マザーファンドは主

として日本を除く世界各国の公社債に投

資するとともに、外貨建資産の為替リスク

を原則フルヘッジすることにより、信託財

産の長期的成長を図ることを目的として

います。 

  
  

（注） 参考指数は、期首の基準価額をもとに指数化したものです。 
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運用にあたっては、ルーミス・セイレス・ア

ンド・カンパニー・エル・ピー(以下「ルーミス・

セイレス社」といいます｡)に外貨建資産の運用

指図(為替ヘッジ取引の指図を含みます｡)に関

する権限を委託しています。 

ポートフォリオ全体のデュレーション(金利

変動に対する債券価格の変動率)は期首とほぼ

同程度の水準を維持しました。 

ポートフォリオの平均格付けは期首と同じAA

を維持しました。また組入銘柄数は期首の103銘

柄から期末は98銘柄となりました。 

投資国(地域、国際機関を含みます｡)数は、ア

ラブ首長国連邦、香港の銘柄を売却する一方、

コロンビア、デンマークの銘柄を組入れ、期末

は期首と同じ23ヵ国となりました。通貨別の組

入比率については、主にノルウェークローネの

組入比率をやや引き下げる一方、米ドル、ユー

ロの組入比率をやや引き上げました。 

当期の売買につきましては、主に社債等の比

率を引き下げる一方、国債の比率を引き上げま

した。個別銘柄では、BOEING(アメリカ、航空機

製造)、EQT(アメリカ、エネルギー)、CK 

HUTCHISON(香港、多国籍コングロマリット)など

の銘柄を全売却する一方、OVINTIV(アメリカ、

エネルギー)、BROADCOM(アメリカ、半導体・ソ

フト)、DANSKE BANK(デンマーク、銀行)などの

銘柄を新規に組み入れました。 

エマージング諸国の債券につきましては、主

にアラブ首長国連邦、香港の銘柄を売却する一

方、コロンビアの銘柄を組入れました。また南

アフリカの組入比率を引き上げたことなどから

組入比率は前期末からやや上昇しました。 

 

  
（注） 純資産総額に対する比率です。 
 

  
（注） 純資産総額に対する比率です。 
 

  
（注） 純資産総額に対する比率です。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クはありません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

○分配金 

当期の分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準などを勘案して、1万

口当たり10円とさせていただきました。 

なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益につきましては、運用の基本方針に基づ

いて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第47期 

2023年２月25日～ 
2023年８月24日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.128％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,316   
（注） 対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益および当期の収益以外は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計した額が当期分配金と一致しない場合があります。

 

 

参考指数が2.1％下落したのに対し、基準価

額は2.9％下落となり、参考指数を0.8％下回

る結果となりました。ファンドから控除され

る信託報酬等のコストが主なマイナスの乖

離要因となりました。 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み(税込み)です。 



品 名：90068_170501_047_03_朝日Ｎｖｅｓｔ グローバル ボンドオープン_978374.docx 

日 時：2023/10/4 11:17:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

○今後の運用方針 

マザーファンドへの投資により、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。マ

ザーファンドは、引き続き、日本を除く世界各国の国債、地方債および社債等にグローバルな

視点から幅広く投資機会を追求し、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行っていきま

す。また、為替変動リスクの低減を図るため、為替は原則としてフルヘッジとします。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年２月25日～2023年８月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 57  0.709  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (31)  (0.382)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (24)  (0.300)     交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
   情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.027)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.010   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.007)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
   資金の送金・資産の移転等に要する費用です。 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用です。 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)     信託事務の処理等に関するその他の費用 

 合 計 58   0.719    

期中の平均基準価額は、8,017円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含みます｡)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含みます｡)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第3位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く｡)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(1口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は1.44％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年２月25日～2023年８月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年２月25日～2023年８月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年８月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

朝日Nvest グローバル ボンドマザーファンド 1,193,756 1,193,756 2,152,103 
 
（注） 親投資信託の当期末の受益権口数は、3,508,935千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年８月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

朝日Nvest グローバル ボンドマザーファンド 2,152,103 98.4 

コール・ローン等、その他 35,958 1.6 

投資信託財産総額 2,188,061 100.0 
 
（注） 朝日Nvest グローバル ボンドマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(6,638,864千円)の投資信託財産総額(6,652,133

千円)に対する比率は99.8％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 なお、当期末における邦貨換算レートは1オフショア人民元＝19.8831円、1米ドル＝144.86円、1カナダドル＝107.10円、1メキシコペソ

＝8.6286円、1ユーロ＝157.49円、1英ポンド＝184.26円、1スウェーデンクローナ＝13.28円、1ノルウェークローネ＝13.68円、1オース

トラリアドル＝93.83円、1南アフリカランド＝7.83円です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年８月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,188,061,578   

 コール・ローン等 35,957,773   

 朝日Nvest グローバル ボンドマザーファンド(評価額) 2,152,103,805   

(B) 負債 20,070,172   

 未払収益分配金 2,774,674   

 未払解約金 1,437,349   

 未払信託報酬 15,796,942   

 未払利息 107   

 その他未払費用 61,100   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,167,991,406   

 元本 2,774,674,699   

 次期繰越損益金 △  606,683,293   

(D) 受益権総口数 2,774,674,699口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,813円 
 

（注） 期首元本額は2,770,801,243円、期中追加設定元本額は

57,371,225円、期中一部解約元本額は53,497,769円です。 

（注） 投資信託財産計算規則第55条の6第10号に規定する額は以下の

とおりです。 

元本の欠損(当期末)606,683,293円 
 

○損益の状況 (2023年２月25日～2023年８月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     16,313   

 支払利息 △     16,313   

(B) 有価証券売買損益 △ 48,523,110   

 売買益 357,318   

 売買損 △ 48,880,428   

(C) 信託報酬等 △ 15,862,025   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 64,401,448   

(E) 前期繰越損益金 △468,438,989   

(F) 追加信託差損益金 △ 71,068,182   

 (配当等相当額) (  200,961,850)  

 (売買損益相当額) (△272,030,032)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △603,908,619   

(H) 収益分配金 △  2,774,674   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △606,683,293   

 追加信託差損益金 △ 71,068,182   

 (配当等相当額) (  201,069,920)  

 (売買損益相当額) (△272,138,102)  

 分配準備積立金 164,164,919   

 繰越損益金 △699,780,030   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 信託財産の運用指図に係る権限の一部を委託するために要し

た費用として、このファンドが組み入れているマザーファンド

の純資産総額に対して年1万分の40の率を乗じて得た金額を委

託者報酬の中から支弁しています。 

（注） 分配金の計算過程 

計算期間末における費用控除後の配当等収益(13,538,748円)、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益(－円)、

信託約款に規定する収益調整金(201,069,920円)および分配準

備積立金(153,400,845円)より分配可能額は368,009,513円

(10,000口当たり1,326円)であり、うち2,774,674円(10,000口

当たり10円)を分配金額としています。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇収益分配金のお支払いは、決算日から起算して5営業日までに開始します。 

◇収益分配金を再投資する方のお手取り収益分配金は、決算日の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰入

れて再投資しました。 

◇課税上の取扱い 

・追加型株式投資信託の収益分配金には、課税扱いとなる｢普通分配金｣と、非課税扱いとなる｢元本払戻金

(特別分配金)｣(受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分)とがあります。 

・収益分配金落ち後の基準価額が、当該受益者の個別元本と同額または当該受益者の個別元本を上回って

いる場合には、当該収益分配金の全額が普通分配金となります。収益分配金落ち後の基準価額が、当該受

益者の個別元本を下回っている場合には、その下回る部分の額が元本払戻金(特別分配金)となり、当該収

益分配金から当該元本払戻金(特別分配金)を控除した額が普通分配金となります。 

・受益者が元本払戻金(特別分配金)を受け取った場合、収益分配金発生時にその個別元本から当該元本払

戻金(特別分配金)を控除した額が、その後の当該受益者の個別元本となります。 

・個人の受益者の普通分配金については、20.315％(所得税および復興特別所得税15.315％、地方税5％)の

税率による源泉徴収が行われ、原則として確定申告の必要はありません。なお、確定申告を行い、総合課

税(配当控除の適用はありません｡)または申告分離課税を選択することもできます。 

・法人の受益者の場合は、税率が異なります。 

 

※上記は、決算日現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更される場合があります。

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 
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